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常に主節時であるとするのが，穏当であるように見える（注1）。   
一方，このような立場と異なる見解が，三原1992によって提出されている。  
引用節に関する三原1992の主張は主として，   
① 従来の観察と異なり，引用節には基準暗が発話時としか考えられないタ   
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イプが存在する。   
②（∋の場合を含め，引用節が主節時基準となるか発話時基準となるかにつ  
いては，三原1992が従属節一般について主張する「視点の原理」に従う。  
というものである。   
三原1992は興味深いデータを含んでおり，上の主張が正しければ，従来の理  
解が根本的に修正されなけれぼならないことになるという点で，十分な検討が  





















この例文は三原1992のp31，（38）aの例文に当たる。この例文について，三原   




























としたのが2月18日」という読みのほうが引用節が発話時基準としてしか解釈   
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表現として保証されている，という点である（注2）。   
この事を踏まえると，例文（5）においても，「〔2月19日は金沢に行ったと〕   































文（5）の発話時は，2月19日以降に限定されない。   


























かである。   
では，この主節時基準ではない（8）の引用節は，発話時基準であるという   
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すかについて考える。   


























同一であっても）他に，発話時基準となる引用節の確例も見出しがたい。   
また，この議論とは別に，引用節を視点の原理に従う他の従属節から切り離  
すことの妥当性を支持する別の現象がある。三原1992ではほとんど触れられて  
いないが，三宅1992，三原1994には，「非制限節は，視点の原理の適用を受け   





























（15）（16）いずれも，引用節中に疑問語を挿入した疑問文が作れないので，   






























節時基準と見て差し支えないということは，1．で既に見たとおりである。間   

























いは「その文の主語が発言したままの文，またはその文の主語が心のなかにお   
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ということになり，見かけ上，引用節が主節時基準となる。しかし，   






















3．おわりに   
本稿で得た主な結論は以下の通りである。  
（D 連体節などとは異なり，引用節の基準暗が発話時になることはない。  
② 一般に引用節の基準時は，厳密には主節時でもない。引用節の基準時は   
厳密には「描かれている世界における現在時」であり，多くの場合「描か   
れている世界における現在時」と主節暗が一致するために，見かけ上基準   






































あることについては橋本1994参解。また，従属節のテンス形式，制限的／   
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